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哺乳類卵母細胞の体外産生の先端技術	

　 多細胞生物の成り立ちを細胞レベルから解析するには細胞培養が欠かせない。とくに哺乳類
の卵母細胞は卵巣内の卵胞のさらに内部で形成されるため、動的な現象を捉えるには体外培養
が必要となる。一方、始原生殖細胞から受精可能な卵子に至る変化を正確に長期間にわたって

再現できる培養系があれば、それは強力な研究ツールとなる。そのためには通常の細胞培養と
は異なる多くの課題を克服しなければならない。例えば、1) 卵母細胞は増数しない。2) 発育に長

期間を要する。3) 成熟卵子に課せられる役割が体細胞とは比較にならないほど複雑である。全
ての変化をin vitroで誘導しなければならない。4) パートナーの顆粒膜細胞が必須である（組織培
養の要素が加わる）。主だったものでこれほどある。マウスを中心に1970年代から研究が進めら

れ、部分区間的な培養技術の構築が積み重ねられてきた。そして先頃、マウスではついに「全線
貫通」に至った卵母細胞の体外産生技術とその可能性について紹介する。	
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